
第９回 二ヶ領用水総合基本計画推進会議 

 
開催日時  令和６年３月１３日（水）１５時００分～１６時３０分 
 
開催場所  高津区役所 ５階 第３会議室 
 
議  事  １ 推進会議委員の選出 

      ２ 令和５年度の二ヶ領用水総合基本計画における取組等 

      ３ 河川維持管理実施計画の策定 

      ４ 令和６年度の発注予定委託・工事 

      ５ 緑化フェアに関する報告 

 

≪開会≫ 

１ 推進会議委員の選出 

〔意見要旨〕 

特に意見無し。 

 
２ 令和５年度の二ヶ領用水総合基本計画における取組等 

〔意見要旨〕 

～各区役所道路公園センターより施策実施報告～ 

委 員：更新するにあたり、高津区ではシダレザクラと言っていたが、多摩区ではどのよう

なサクラを植樹したのか。 

行 政：多摩区ではソメイヨシノが既に植えてあった箇所であり、地元の方との調整しなが

ら選定している。 

行 政：高津区も同様で、既に植えてあったものがシダレザクラであったため同じものを植

樹している。 

委 員：中原区では、伐採が多く植樹まで出来ていないためサクラの更新が進んでいない。

更新でモモは進んでいるかもしれないが、サクラの更新も進めていけるようにして

欲しい。 

委 員：高津区では護岸工事の際にシダレザクラを植えてもらったところもある。シダレザ

クラを守っていただいてとても嬉しい。 

事務局：サクラでは 10m という適正間隔を保つために、植樹が厳しい箇所はあるとは思う

が、工夫しながら植樹を進めていけるように道路公園センターと地元の方と調整

していきたいと考えている。 

～二ヶ領用水一斉清掃について報告～ 

委 員：今年度は６月２日開催かと思うが、多摩川一斉清掃と同日開催はとても良いことだ



と思う。参加者が被っているかと思ったがうまく分散されている。 

委 員：多摩川一斉清掃に町会として参加しているところは、二ヶ領用水一斉清掃と人を分

けて参加してくれている。 

委 員：来た人たちに対して何かあった際の保険についは、川崎市側で行ってもらえないか

と思っている。 

～桃祭り・七夕まつりについて報告～ 

事務局：令和６年の七夕まつりの日程については決まっているか。 

委 員：７月１４日（日）に行います。７月７日（日）の翌週に開催しますが、七夕までは

家で飾って、それを流せるようにするために１４日としている。 

委 員：東住吉小学校の取り組みが、桃の会・シニアのちからから報告があったがとても良

い取り組みだと感じた。 

委 員：東住吉小学校が、昨年の１２月に寸劇や二ヶ領用水の学んだことを発表していて、

色々と学んでいて良かったと感じた。 

 

３ 河川維持管理実施計画の策定 

〔意見要旨〕 

委 員：桜祭りを行っているときに来場者へ寄附を募り、そのお金で樹木を購入していると

ころがあるため、川崎市で出来るか分からないが一つの方法であるとは思う。 

委 員：桜祭りの主旨によっては寄附がそぐわない場合もあると思う。町会では、交流を図

るために桜祭りを実施しており、サクラは集まるためのきっかけの１つであるため、

更新を行うための寄附を募る場所ではないと思う。 

委 員：二ヶ領用水の桜基金みたいな仕組みを川崎市で作って、市民や一般の団体から寄附

を受け付けられる制度があると良いのではないか。 

事務局：公園の基金という仕組みはあるが、河川に特化した仕組みは無いため、出来るのか

今後の検討課題とする。 

 

４ 令和６年度の発注予定委託・工事 

〔意見要旨〕 

特に意見なし。 

 

５ 緑化フェアに関する報告 

〔意見要旨〕 

委 員：市政 100 周年の中で、二ヶ領用水についての取り上げが、あまりされていないよう

に感じる。これまでの川崎市の歴史における二ヶ領用水の果たしてきた役割を踏ま

えて、もう少し取り上げてほしい。また、緑化フェアのおすすめルートについて薬

師橋くらいまでルートを伸ばせないか。 



事務局：市政 100 周年としての二ヶ領用水に関するイベントも計画はしているが、内容が詳

しく決まっていないため、決まり次第お伝えする。 

会場に行くルートについては提示しているものになるが、春の緑化フェア開催時

はモモの開花時期に合うと思うので、薬師橋の方まで誘導できるような掲示は行

う予定である。 

委 員：多摩区では農業用水として現在も使われており、景観と言う視点からも二ヶ領用水

は大切であることはわかるが、本来の機能も大切にしていくことが必要だと思う。

また、場所によって自然体系も異なり、子供たちの生物観察の場になったりしてい

る。そういった様々な形での利用の仕方を考えていってほしい。 

事務局：今年度策定する実施計画の中では、水門の管理について記載しており、本来の機能

も維持していくことは大切だと認識しています。 


